
第４学年 算数科学習指導案 

                            日 時：平成２４年１２月１８日（火）５校時 

                            指導者：小松  綾（T1），猪股 英之（T2） 

                            場 所：４年３組教室 

 

１ 単元名  考える力をのばそう「共通部分に目をつけて」  

２ 単元の目標  

 ○ ２量の共通部分に着目し，問題構造を図に表して問題を解決することを通して，問題構造を簡潔に捉え 

られる図のよさに気付くとともに，問題解決の能力を高める。 

 

【 関心・意欲・態度 】  ◦ 図に表して問題構造を簡潔に捉えようとしている。 

【 数学的な考え方 】   ◦ 共通部分に着目して，関係を単純化して捉え，言葉や図，式を用いて表現して 

             いる。 

３ 単元について  

 （１）教材について  

     本教材は，問題構造を簡潔に捉える図のよさに気付かせるとともに，問題解決の能力を高めること 

をねらいとしている。情報の多い問題も，線分図に表し，共通部分に着目することで，関係の単純化 

が図られる。数学的な思考・表現のツールとしてぜひ身に付けさせたい内容である。さらに，線分図 

と式を関連付けながら考え，説明する力を高めることが期待できる教材である。 

 （２）児童について  

     

 （３）指導にあたって  

     線分図のよさに気付かせるために，文章，図，線分図と段階を踏んだ掲示物を作成し，比較できる 

ような提示をする。さらに問題解決の糸口となる「共通部分が分かるとよい」という点を強調するた 

めに，初めは線分図を横に並べて掲示し，後に共通部分を縦に並べて掲示する。また，ペア学習では，

互いに何らかの考えを持って話し合うことができるよう，ヒントコーナーを設けて，悩んでいる児童 

の思考を助けていきたい。 

４ 校内研究との関わり  

 視点１ 言語活動の工夫 

① 問題構造を簡潔に捉える線分図のよさに気付かせるために，文章，図，線分図と段階を踏んで掲示物 

を提示する。見通しを持ち自力解決する力を付けるために，一人一人が線分図に表す活動を取り入れる。 

適用問題の場面では，ヒントコーナーを設ける。どの児童も線分図を手がかりに解決できるよう，支援 

に当たる。 

  ② 筋道を立てて考えたり表現したりする力を育てるために，適用問題の場面では，友達の立てた式から 

   考えを読み取る活動を取り入れる。  

 視点２ 他者との関わらせ方の工夫 

  ① 適用問題の場面で，ペア学習を取り入れる。考えを持てた児童については，友達にそれを伝えること 

   を通して，自分の考えを論理的に整理させることができると考える。考えを持てない児童については， 

   友達の考えを聞くことにより，解決への手がかりに気付かせることができると考える。  



５ 指導と評価の計画  １時間扱い 

時間 目   標 学 習 活 動 
評価の観点 

評価規準（評価方法） 
関 考 技 知 

１ 

(本時) 

 ２量の共通部分に着目し， 

問題構造を図に表して問題 

を解決することを通して， 

問題構造を簡潔に捉えられ

る図のよさに気付くととも

に，問題解決の能力を高 

める。 

・大プールと小プールを泳

いだ回数と，合計の距離

から，それぞれのプール

の長さを求める問題を，

図を基に考える。 

・上で表した図を使って，

解き方を説明する。 

・適用問題に取り組む。 

○ ◎   

・図に表して問題構造

を簡潔に捉えようと

している。 

・共通部分に着目して，

関係を単純化して捉

え，言葉や図，式を

用いて表現してい

る。 

（ワークシートによ

る自力解決の記述） 

６ 本時の指導（１／１） 

 （１） ねらい 

     ・ 問題構造を簡潔に捉えられる線分図のよさに気付かせ，そのよさを生かして問題を解決するこ 

      とができるようにする。 

 （２） 準備物 

     ・ ワークシート①②，移動黒板，掲示物（問題・図），ヒントコーナー（操作用線分図） 

 （３） 指導過程   

時

間 

学習段階 

発問（○） 

主な学習活動（●） 

予想される児童の反応（Ｃ） 
指導上の留意点（◇） 

つ 

か 

む 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

⑫ 

 

・本時の学習問題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

・問題文を読む。 

○分かっていることは何

ですか。 

 

 

 

 

○求めていることは何で

すか。 

 

○問題を分かりやすくす

るために，何を利用すると

よいでしょうか。 

 

○どのような図や線分図

を使うといいでしょうか。 

 

 

 

●学習問題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．けんたさんが泳いだ回数と長

さです。 

Ｃ．りつこさんが泳いだ回数と長

さです。 

Ｃ．けんたさんとりつこさんが泳

いだ回数と長さです。 

Ｃ．小プールと大プールの長さで

す。 

 

Ｃ．絵で表す。 

Ｃ．図で表す。 

Ｃ．線分図を使う。 

 

Ｃ．違いが分かるような図。 

Ｃ．２人を並べてかく。 

Ｃ．共通するところを並べてか

く。 

 

◇T1．本時の問題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

◇T2．ワークシート①を配る。 

◇T1．問題文の内容を確認させなが

ら，分かっていること，求める

ことに線を引かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小プールと大プールがあります。 

 けんたさんは，小プールを１回と，大プールを２回泳ぎ， 

全部で６３ｍ泳ぎました。りつこさんは，小プールを１回と， 

大プールを４回泳ぎ，全部で１１３ｍ泳ぎました。 

 小プールと大プールの長さは，それぞれ何ｍですか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⁀ 

⑫ 

‿ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・線分図で考える。 

 

 

 

 

 

 

 

○何がはっきりしました

か。 

 

 

 

 

○２人の共通している部

分はどこですか。 

 

 

 

○線分図をかく。 

 

○式を書いて計算してみ

ましょう。 

 

 

 

○式と答えを発表しても

らいます。 

 

 

 

○まとめをします。今回の

学習で分かったことは何

ですか。 

 

・まとめをし，適用問題に

取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．分かりにくい。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．２人の違い。 

Ｃ．２人の同じところ。 

Ｃ．２人に共通する部分がある。 

 

 

 

Ｃ．小１回と大２回のところで

す。 

Ｃ．けんたさん全体が，りつこさ

んの一部分になっている。 

 

 

 

Ｃ．分からないなぁ。 

Ｃ．共通部分を使うと…。 

 

＊予想される児童の反応＊（最終頁参照） 

 

Ｃ．よく分かった。 

Ｃ．線分図を使って考えると問題 

が簡単になる。 

 

 

Ｃ．線分図を使って，違いや共通 

部分に注目すると問題が解きや 

すくなる。 

 

 

 

 

◇T2．図を提示する。 

 

視点１－① → 問題構造を簡潔に

捉える線分図のよさに気付かせる

ために，段階を踏んで図，線分図

を提示する。 

 

 

 

 

 

 

◇T1．二つの線分図を示す。 

       ↓ 

◇T1．線分図を重ねて示す。 

 

 

 

 

 

□関 図に表して問題構造を簡潔に捉え

ようとしている。   【発言】 

           

 

 

 

◇T1．分かっている部分の数値を書き

込む。 

 

 

 

 

 

◇T1．線分図を用いて分かる部分から

考えさせる。（大二つで５０ｍ） 

 

 

◇T1．発表させる児童を決定する。 

◇T1．何を求める式かを説明させる。 

 

 

 

 

◇T1．線分図を用いることで共通部 

分が明確になり，問題が解きや 

すくなることを押さえる。 

 

 

 

けんたさん     小        大 

  小１回 

  大２回 

  ６３ｍ 

 

りつこさん     小        大 

  小１回 

  大４回 

 １１３ｍ 

小 大 大

小 大 大 大 大
りつこ １１３ｍ

けんた ６３ｍ



 

 （４） 評価 

十分満足できる姿 
・共通部分に着目して，関係を単純化して捉え，解き方を言葉や図，式を用いなが

ら順序立てて表現している。 

おおむね満足できる姿 
・共通部分に着目して，関係を単純化して捉え，解き方を言葉や図，式を用いて表

現している。 

努力を要する児童への

手だて 

・問題文から分かっていることを確認し，線分図の共通部分を色で囲む。 

・線分図のどの部分から求めていけばよいかを一緒に考える。 

・友達の考えを聞き，同じようにワークシートに書き込ませる。 

考

え

る 

⑮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

⑧ 

○それでは，線分図を使っ

て，練習問題をしてみまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

線分図 

 

 

 

 

 

○隣り同士で考えを発表

し合いましょう。 

 

 

 

 

 

・考えを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○～さんはどのように考

えたのでしょう。 

 

・学習の感想を，まとめを

取り入れながら書く。 

Ｃ．よ～し。 

Ｃ．どんな線分図にすれば…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．同じだ。 

Ｃ．式は違うけど，答えは同じに 

なった。 

Ｃ． 自分よりも説明が分かりや 

すい。 

 

 

●答えを発表する。 

 

＊６１０－５３０＝８０ 

          ↑  

          Ａコース 

 ５３０－８０＝４５０ 

 ４５０÷３＝１５０ 

         ↑ 

         Ｂコース 

 Ａコース   ８０ｍ 

 Ｂコース  １５０ｍ 

 

Ｃ．最初にＡコースの長さを求め

ている。 

 

●本日の学習の感想を書く。 

◇T1．ワークシート②を配る。 

◇T2．問題文を読ませ，分かってい  

ることなどに線を引かせる。 

 

視点１－① → 線分図に表す時間

を確保したり，支援したりする。 

 

◇T1．T2．机間巡視をして児童の取 

り組み状況を把握し，線分図の 

並べ方などについて適切な助言 

をする。 

◇T1．ヒントコーナーで，考えが進 

まない児童に対応する。 

（ヒントカード提示） 

◇T2．机間巡視をしながら，全体発

表させる児童を決める。 

◇T2．自分の考えを相手に図や式を

示しながら，分かりやすく説明

することを指示する。   

 

視点２－① → 話し合いを通し

て，考えを確かなものにしたり

広げたりする。 

◇T2．式と答えについてのみ発表さ

せる。 

 

□考 共通部分に着目して，関係を単純

化して捉え，言葉や図，式を用いて

表現している。 

     【ワークシート，発言】 

 

 

 

 

 

視点１－② → 友達の式から考え

を読み取る。 

 

◇T1．分かったことを中心に学習の

感想を書かせる。 

 東山町の運動場には，ＡコースとＢコースのランニングコ

ースがあります。（Ａ＜Ｂ) 

 なおこさんは，Ａコースを２周とＢコースを３周走り，全

部で６１０ｍ走りました。かずやさんは，Ａコースを１周と

Bコースを３周走り，全部で５３０ｍ走りました。 

 AコースとBコース１周の長さは，それぞれ何ｍですか。 

Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

なおこ ６１０ｍ

かずや ５３０ｍ



 （５） 板書計画  ①（黒板） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ②（移動黒板） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

図を用いて考えよう 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

              （式） １１３－６３＝５０ 大プール２回の長さ 

                  ５０÷２＝２５ ……… 大プールの長さ 

                  ６３－５０＝１３ …… 小プールの長さ 

 

                  （答え） 大プール ２５ｍ ， 小プール １３ｍ 

 共通部分に目をつけよう 

 

 

 

 

 

 

 

（式） ６１０－５３０＝８０ … Ａコースの長さ 

    ５３０－８０＝４５０ … Ｂコース３回の長さ 

    ４５０÷３＝１５０ …… Ｂコースの長さ 

 

 

 

             （答え）  Ａコース ８０ｍ ， Ｂコース １５０ｍ 

 

  東山町の運動場には，ＡコースとＢコースのランニングコ

ースがあります。（Ａ＜Ｂ) 

 なおこさんは，Ａコースを２周とＢコースを３周走り，全

部で６１０ｍ走りました。かずやさんは，Ａコースを１周と

B コースを３周走り，全部で５３０ｍ走りました。 

 A コースと B コース１周の長さは，それぞれ何ｍですか。 

  けんたさん 小１回 大２回  ６３ｍ 

 りつこさん 小１回 大４回 １１３ｍ  

 けんたさん     小       大 

  小１回 

  大２回 

  ６３ｍ 

 

りつこさん     小       大 

  小１回 

  大４回 

 １１３ｍ 

 

 

 

 

Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

なおこ ６１０ｍ

かずや ５３０ｍ

小 大 大

小 大 大 大 大
りつこ １１３ｍ

けんた ６３ｍ



 （６） 予想される児童の反応 

 

 

 

 

 

 

 

                           ６３＋１１３＝１７６（大６，小２） 

                                  １７６÷２＝８８（大３，小１） 

                          １１３－８８＝２５ … 大１回分 

                           ８８－６３＝２５ … 大１回分 

 

 

 

                           ６３－２５×２＝６３－５０ 

                                  ＝１３ … 小１回分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（式）１１３－６３＝５０ … 大２回分 

   ６３－５０＝１３  ← けんたの線分図 

   ５０÷２＝２５ 

    （答え）  大 ２５ｍ 小 １３ｍ 

（式）１１３－６３＝５０ … 大２回分 

   ６３－５０＝１３  ← けんたの線分図 

   １１３－１３＝１００← りつこの線分図 

   １００÷４＝２５ 

    （答え）  大 ２５ｍ 小 １３ｍ 

（式） ６３×２＝１２６ 

   １２６－１１３＝１３ … 小１回分 

    ６３－１３＝５０  … 大２回分 

    ５０÷２＝２５ 

    （答え）  大 ２５ｍ 小 １３ｍ 

 けんたさんとりつこさんとで大６回，小２回泳い

だことになる。→６３＋１１３＝１７６ 

 その半分は大３回，小１回分 

     →１７６÷２＝８８ 

 りつこさんの泳いだ長さから８８ｍを引くと，大 

１回分になる。→１１３－８８＝２５ 

 ８８ｍからけんたさんの泳いだ長さを引くと，大

１回分になる。→８８－６３＝２５ 

 けんたさんの泳いだ長さから２５ｍを２つ分引く

と小１回分になる。→６３－２５×２ 

        ＝６３－５０ 

        ＝１３ 

    （答え）  大 ２５ｍ 小 １３ｍ 

 



 

 

名前              

問題！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え                   

  小プールと大プールがあります。  

 けんたさんは，小プールを１回と，大プールを２回泳ぎ，全部

で６３ｍ泳ぎました。りつこさんは，小プールを１回と，大プー

ルを４回泳ぎ，全部で１１３ｍ泳ぎました。  

 小プールと大プールの長さは，それぞれ何ｍですか。  

 



共通部分に目をつけて 

 

名前              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★図をかいて考えよう。 

６１０ｍ 

    

 

 

 

 

 

 

 

式 

 

 

 

 

 

 

答え                   

 東山町の運動場には，ＡコースとＢコースのランニングコースが

あります。（Ａ＜Ｂ） 

 なおこさんは，Ａコースを２周とＢコースを３周走り，全部で６

１０ｍ走りました。かずやさんは，Ａコースを１周とＢコースを３

周走り，全部で５３０ｍ走りました。 

 ＡコースとＢコース１周の長さは，それぞれ何ｍですか。 

感想  

Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ
なおこ

かずや


